
がん疼痛治療における オキシコドン徐放錠/トラマドール徐放錠併用療法と

オキシコドン徐放錠/タペンタドール徐放錠併用療法における

併用効果に関する後方視的比較検討

◆ 調査対象は、2014年8月～2022年10月に静岡県立静岡がんセンター呼吸器内科・消化器内科において、オキシコドン(Oxy)徐放錠単剤に

よる鎮痛療法を開始した患者とした。

◆ Oxy徐放錠に加え、疼痛増強時にTR徐放錠を追加し８日以上併用した患者23例(TR群)と、Tapを追加し８日以上併用した患者27例(Tap

群)を電子カルテより抽出し分類した。

◆ TR徐放錠あるいはTap併用の開始から、それぞれオピオイドスイッチングまたは中止するまでを観察期間とし、両剤を経口モルヒネ投与量に

換算した上でオピオイド投与量増加率(OEI: Opioid Escalation Index)を算出し、ｔ検定を用いて両群間の比較検討を行った。

◆本研究は、自施設の倫理審査委員会の承認を得た。

（J2022-167-2022-1、J2022-93-2022-2）

表2 各群における比較

◆トラマドール(TR)やタペンタドール(Tap)は、オピオイドμ受容体に作用するだけでなく、TRはセロトニン・ノルアドレナリン再取り込み阻害、

Tapはノルアドレナリン再取り込み阻害による下行性疼痛抑制系賦活作用を併せ持つ。

◆強オピオイドにTRやTapを併用することで、強オピオイド投与量の増加を抑制できる可能性がある。

◆がん疼痛治療において、併用薬剤の違いによるオピオイド投与量の増加率の変化を後方視的に検証する。

◆TR徐放錠とTapにおいて、併用薬剤の違いによるオピオイド投与量の増加率の変化に違いはみられなかった。

◆TRはCYP2D6により代謝され薬効を発揮するプロドラッグであり、今回の症例の中には遺伝的要因によりCYP2D6 活性が低い患者も含ま

れる可能性がある。

目的

* 

表1 患者背景

数値は、平均±標準偏差（最小-最大）

OEI％＝
（最終投与量-投与開始量）/ 投与開始量

×100
投与日数

◆各群のOEI％平均値は、TR群で0.93、Tap群で0.61と、有意差は認められなかった(p=0.41)。

◆観察期間の平均値は単剤群で75日、併用群で119日であった(p=0.18) 。

■TR群■ ■Tap群■

診療科 （人） 呼内 11 消内 12 呼内 17 消内 10

性別、人数 （人） 男性 19  女性  4 男性 21  女性  6

年齢 （歳） 66 ±11 （41-80） 67 ± 9 （48-84）

■TR群■ ■Tap群■

開始時 終了時 開始時 終了時

オピオイド投与量（mg/日）モルヒネ換算 59 ± 6 (35-140) 83 ± 9 (35-200) 69 ± 6  (30-165) 91 ± 10 (30-285)

Oxy投与量（mg/日） 26 ± 4   （10-80） 40 ± 6  （10-120） 34 ± 4  （10-100） 42 ± 6  （10-160）

TR投与量（mg/日）          100 ± 0 （100-100） 113 ± 7 （100-200） ― ―

Tap投与量（mg/日）          ― ― 60 ± 4  (50-100) 91 ± 8  (50-200)

数値は、平均±標準誤差（最小-最大）

換算比 ＝
経口モルヒネ ：経口オキシコドン ：経口トラマドール：経口タペンタドール

３０ｍｇ ：       ２０ｍｇ  ：    １5０ｍｇ  ：    １００ｍｇ
図1 OEI％と観察期間
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◆本研究の限界は、①遺伝子多型(CYP2D6)による比較 ②疼痛の評価 ③痛みの種類別評価 ④副作用（便秘など）の評価 ⑤経済性の評価

⑥患者の嗜好性の評価 ⑦併用薬の評価 の不足である。

◆今後は、これらを評価した前向き試験が必要である。

方法

結果

考察

結語

数値は、平均±標準誤差（最小-最大）

表3 各群の投与量における比較

COI開示

演題発表に関連し、主発表者及び発表責任者には、開示すべきCOI関係にある企業等はありません。

■TR群■ ■Tap群■

OEI （％） 0.93 0.61

観察期間 （日） 75±11（11-279） 119±27（9-511）
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